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部会の設置について①

コミュニティバスをテーマとした部会を、令和7年度より設置。

部会について

○長岡京市公共交通に関する条例施行規則
第6条 会長は、地域公共交通に関する専門
の事項を調査し、協議を行うために必要が
あると認めるときは、協議会に部会を置く
ことができる。

過去には、
・はっぴぃバス
・東部バス
・路線再編
・運賃改定
といった事項について
部会で検討した経緯も
あり。

専門性の高い調査事項等に
ついては、必要に応じ委託
業務等による調査・分析等
も検討。

テーマ 具体的な検討事項（例）

交通まちづく
りとはっぴぃ
バス

・現状の課題、改善点
・利用促進の取組み
・サービスのあり方、向上
・ルート・ダイヤについて
・評価指標について 等

直近の内容では、
・バス停の移設
・運行間隔の見直し
といった事項も検討の対象に。

令和7年度は現状の整理を行われ、報告された。
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部会の設置について②

令和7年度に引き続きコミュニティバスをテーマとした部会を設置。

構成委員 人数

住民・利用者の代表 5名

交通事業者 2名

長岡京市 1名

部会委員の構成（案）

※検討内容に応じ、部会委員でない
協議会委員の方にオブザーバーとして
ご出席をお願いする場合があります。

〇長岡京市地域公共交通に関する条例施行規則（抄）
第6条 会長は、地域公共交通に関する専門の事項を調査し、協議を行うために必要
があると認めるときは、協議会に部会を置くことができる。
2 部会は、会長が指名する委員及び次条に規定する部会専任委員をもって組織する。
3 部会に部会長を置き、部会長は、会長が指名する。

部会で協議した内容は、今後の協議会で報告を予定。
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⚫ 部会の設置について

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

長岡京市地域公共交通協議会部会について

⚫ 部会での検討事項（案）



①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

1.令和7年度の検討

2.はっぴぃバス・東部バスの現状

3.令和8年度 部会での検討事項（案）

5

部会での検討事項（案）
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令和7年度の検討①

令和7年度部会での検討①評価指標について

改めて現在の事業の考え方や実態にマッチする評価指標や目標値設定
の再整理・再検討が望ましい。

現状 ・「空白地の解消」「多様な世代の外出支援」「利用状況」「収支
率（参考）」の評価を実施し事業の成果を判断

部会での
整理、意見

・事業が続く中で運行内容や実績が変化してきている。
・事業の目的と現状を踏まえた、できるだけ明確な指標や目標値の
設定が望ましい。既に目標値を達成しているものもある。

・改めて、どのような役割や効果を事業の目標とするか。それによ
り指標も明確になる。

・他市では達成状況により事業の見直しを設定している事例もある。
・収支率は参考指標ではあるが、どの程度のバランスを考えるか。

今後の検討
事項（案）

・指標の項目の検討
・目標値の見直し
・達成状況による事業見直しの設定 等

協議結果

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について
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令和7年度の検討②

令和7年度部会での検討④利用者増の取組みについて

これまでの取組みや他地域の事例等、利用者増につながる取組みにつ
いて引き続き検討を。

現状 ・令和4年6月より3ルートに拡大
・乗客数は2年連続で過去最高を更新
・利用の多い停留所の傾向あり、済生会病院の乗降数も増加傾向

部会での
整理、意見

・京都済生会病院利用の運賃無料化は大きな利用がある。病院負担
だが病院側にもメリットがある。

・病院以外にも商業施設・学校・企業等との連携可能性は
・西の京バス停移設による利便性向上の事例
・単なる便数増等のバスによる運行拡大は課題が大きい
・路線バスの乗客を奪うようでは本末転倒、運賃の不均衡の問題
・効率を求める風潮、利用者の意識付けも重要

今後の検討
事項（案）

・利便性の向上
・他の事業所等との連携の可能性
・意識付けの取り組み（モビリティ・マネジメント） 等

協議結果

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について
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はっぴぃバス・東部バスの現状①

年間乗客数 運賃（円）

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

長岡京線路線再編
はっぴぃバス3ルート
運行開始

運賃改定
初乗り150円→170円

※令和2年度以降の東部バスの利用者数は
一部期間の集計からの推計。

長岡京線運賃改定
区間均一230円

令和4年6月より、長岡京線とはっぴぃバス・東部バスの運賃には差がある。
直近の利用者数は、長岡京線はコロナ禍以前の3/4程度、はっぴぃバス・東部
バスはコロナ禍前より増加している。
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はっぴぃバス・東部バスの現状②

3ルート化以降、利用者数は増加を続けており、令和7年度は過去最大の利
用となった。運行の拡大も含め、公費による負担額も年々上昇している。

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

市委託料（千円）利用者数（人）

3ルート化に伴い
車両購入

R7.3運行間隔見直し

はっぴぃバス3ルート
運行開始



0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0

100

200

300

400

500

600

H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07

はっぴぃバスの運行経費と収支率の推移

kmあたり経費（税抜）（車両費除く） 収支率（車両費除く）

10

はっぴぃバス・東部バスの現状③

燃料費の上昇や人材確保のための待遇改善等、運行に要する経費は年々
上昇傾向にあり、 利用者数は増加しているものの収支率は下降に転じている。

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

kmあたり経費（円） 収支率
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はっぴぃバス・東部バスの現状④

利用者数は増加傾向にあり、令和7年度は過去最大の利用となった。経費も
上昇しており、公費による負担額も年々上昇している。

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

市助成金（千円）利用者数（人）

車両1両更新車両1両更新
R5.2神足稲葉
バス停新設

※令和2年度以降の東部バスの利用者数は一部期間の集計からの推計。
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はっぴぃバス・東部バスの現状⑤

燃料費の上昇や人材確保のための待遇改善等、運行に要する経費は年々
上昇傾向にあり、 利用者数は増加しているものの収支率は下降に転じている。

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

kmあたり経費（円） 収支率
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はっぴぃバス・東部バスの現状⑥

はっぴぃバス 東部バス

年間運行便数 6,288便 6,552便

年間運行距離 約9万9千km 約6万8千km

1便あたり利用者数 13.9人 9.5人

1kmあたり利用者数 0.9人 1.3人

1人あたり運賃収入（税抜） 119円 141円

1人あたり経費（税抜） 572円 483円

1便あたり経費（税抜） 7,972円 6,273円

グランドパス利用者数（R6） 10,376人 7,834人

※東部バスの利用者数は一部期間の集計に基づく。

はっぴぃバス・東部バスのR7実績データより 参考値

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について
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①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

現状 • はっぴぃバス・東部バスの運賃は令和元年より変わっておらず、路線バ
スと差がある。

• 路線バスの利用者数は、コロナ禍を機に以前の3/4程度で推移している。
• はっぴぃバス・東部バスの利用者数はコロナ禍前より増加している。
• 運行にかかる経費は上昇を続けている。燃料費の上昇や運転士確保のた
めの待遇改善等、今後も上昇の見通し。

• 公費負担は増加しており、収支率も下降に転じている。
• 事業評価の指標としては、収支率は参考値として数値を把握し、目標値
は設定していない。

検討方針 はっぴぃバス・東部バスについて、現状を踏
まえ、運賃のあり方を整理する。

課題 ・均一エリア内での運賃の差、路線バスとの競合のおそれ
・運行経費の上昇への対応、公費負担と事業の継続性
・適正な運賃負担のあり方、収支率の考え方

令和8年度 部会での検討事項（案）
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令和8年度 部会での検討事項（案）
①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

主な検討内容
（案）

・運賃設定のあり方、考え方を整理。運賃の見直しを含めた
具体化。

・評価指標も併せて整理。運行の目的と負担のあり方。
・事業評価における設定、収支率の考え方。
・区間均一エリアにおける運賃。
・民間事業との競合の視点。既存サービスへの影響を考慮。
・事業の継続性の視点。
・経費の上昇、人材の確保の必要性。
・今後の経費上昇の見通し。事業費とのバランス。
・利用実態の把握。ODデータ、需要に合った運行か。
・回数券、補助金等、負担軽減や利用促進施策の展開。

等

検討事項①はっぴぃバス・東部バスの運賃について



②交通空白の解消に向けた施策の検討について

1.令和7年度の検討

2.交通空白の解消に向けて

3.令和8年度 部会での検討事項（案）

16

部会での検討事項（案）
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令和7年度部会での検討③サービス拡充の可能性について

サービス拡充の必要性や可能性について、様々な角度から引き続き検
討を。

現状 ・マイクロバス3ルート×8便/日、月～金の運行
・交通空白地を中心に住宅地と駅・病院間をつなぐ運行
・乗客数は増加傾向にある

部会での
整理、意見

・残っている空白地や運行のない時間帯の検討、バス停のない地域
からの運行の要望もある。

・必要性については、既存サービスへの影響等も含め要検討。輸送
実績等から移動需要の把握を。祝日の利用は平日の半分。

・バス停の方の移設により拡充につながった西の京バス停の好事例。
・施設・学校・企業等他の輸送資源との連携可能性は。
・運転士不足や目一杯のダイヤ、経路の問題等、バスの運行拡大は
課題が大きい状況。

・タクシー活用の可能性。他市では実証運行しつつ課題もある

今後の検討
事項（案）

・空白地や未運行地域、運行のない時間帯や土日のカバー可能性
・他の輸送資源の活用可能性 等

協議結果

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

令和7年度の検討①
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市街化区域
面積

公共交通
空白地域面積

解消率

958ha 111ha 88.4%

はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス西コース
はっぴぃバス北西コース

はっぴぃバス単独の停留所：

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

令和7年度の検討②
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市街化区域
面積

公共交通
空白地域面積

解消率

958ha 111ha 88.4%

未運行地域の検証①
（バス停のないエリア）

はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス西コース
はっぴぃバス北西コース

未運行地域の検証②
（空白地を含むエリア）

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

令和7年度の検討③
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路線バス
はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス北西コース
バス停

・ルートの問題：道路の狭あいな箇所、入っても抜けられない、
既存ルートの変更は運行時間・便数の変更やバス停廃止等が必要
・定時性の問題：狭あい、幅員の割に交通量が多い
・安全性の問題：狭あい、交通量、歩道未整備箇所
・運転士不足の問題：ルートの新設を含む増便には運転士が不足

マイクロバス運行の課題

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

令和7年度の検討④
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・ルートの問題：道路の狭あいな箇所、入っても抜けられない、
既存ルートの変更は運行時間・便数の変更かバス停廃止等が必要
・定時性・安全性の問題：狭あい
・運転士不足の問題：ルートの新設を含む増便には運転士が不足

路線バス
はっぴぃバス北東コース
バス停

マイクロバス運行の課題

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞
令和7年度の検討⑤
②交通空白の解消に向けた施策の検討について
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＜第9回地域公共交通協議会資料より＞
令和7年度の検討⑥
②交通空白の解消に向けた施策の検討について
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交通空白の解消に向けて①
＜国土交通省資料＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

国をあげて「交通空白」解消へ向けた更なる取組みが推進されている。
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未運行地域の検証①
（バス停のないエリア）

はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス西コース
はっぴぃバス北西コース

未運行地域の検証②
（空白地を含むエリア）

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

交通空白の解消に向けて②

・路線バスやコミュニティバスの運
行により、一定のネットワーク
が構成されている

・空白地域やバスの無い地域の
移動需要、対策の必要性

・バスの運行が困難な状況で実
施できる取り組みの可能性
令和7年度に引き続き、ネッ
トワークの補完へ向けた検討、
取り組みの選択肢を

＜第9回地域公共交通協議会資料＞
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利用者数（万人） 市内配車台数（台）

＜地域公共交通計画評価シートより＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

交通空白の解消に向けて③

運転士確保助成金
制度開始

市内においては一定のタクシー利用がある。令和7年度のタクシー
利用者数は前年度と比べ大きく増加している。

令和8年4月実績

配置車両数 1,917台

輸送人員 1,259,680人

1台あたり 約657人

1台あたり約781人/月

※参考：京都府タクシー協会資料
タクシー輸送実績（京都市域地区）
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②交通空白の解消に向けた施策の検討について

現状 • 既存の路線バスやコミュニティバスの運行により、一定の公共交通ネッ
トワークが構成されている。

• 残っている空白地や運行のない時間帯、バス停のない地域からの運行の
要望等、更なる取り組みが求められている。

• 一定の人口密度があるもののネットワークが薄い地域もみられる。
• 現行のはっぴぃバスは、今以上の運行拡大は課題が大きい状況。現状の
運行の変更には、運行可能な経路の問題や既存バス停への影響、ダイヤ
への影響は避けられず、ルートを新設するには運転士不足の問題がある。

• 市内では一定のタクシー利用がある。活用の可能性。各地で様々な実証
運行等が行われている。

検討方針 昨年度の検討に引き続き、交通空白の解消へ
向けた新たな取り組みの具体化を検討する。

課題 ・空白地域やバスの無い地域等、更なる取り組みの必要性
・バスによる今以上の運行拡大は課題が大きく非現実的
・交通空白の解消へ向けた新たな手段の模索

令和8年度 部会での検討事項（案）
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令和8年度 部会での検討事項（案）
②交通空白の解消に向けた施策の検討について

主な検討内容
（案）

・交通空白の解消に向けた、ネットワークを補完する具体的
な施策案の検討。

・対象地域の整理、空白地を中心に。
・施策の目的の整理。既存施策を更に補完。
・移動需要の把握、必要性の検討。地域の実態・需要に合う
か、どのような移動を支援するのか。

・民間事業との競合、既存サービスへの影響を考慮。
・地域の輸送資源の活用可能性。
・具体的な手段の検討。タクシー活用の可能性。
・評価指標の検討。事業の目的と効果。適正な手段か。はっ
ぴぃバスの評価指標も参考に。

・事業費の規模、利用者負担のあり方の検討。持続可能性。
等

検討事項②交通空白の解消に向けた施策の検討について
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滝ノ町

乗車の多いはっぴぃバス停
（R6年度 2,000人以上）

JR長岡京駅
西口

京都
済生会
病院

阪急
長岡
天神駅

西の京

千春会
病院前

一文橋

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：令和7年度の検討
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下海印寺

長岡2

開田4

一文橋

開田1

滝ノ町

神足2

調子3

奥海印寺

天神1 開田3 開田2

友岡川原

アプリ迎車の多い住所
（R6.10～R7.9 2,000件以上）

＜第9回地域公共交通協議会資料より＞

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：令和7年度の検討
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②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：交通空白の解消に向けて

■基幹的公共交通路線の徒歩圏人口カバー率
及び平均人口密度

＜長岡京市立地適正化計画より＞
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②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：交通空白の解消に向けて
＜国土交通省資料：京田辺市事例＞
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②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：交通空白の解消に向けて
＜八幡市ホームページより＞
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第63回箕面市地域公共交通活性化協議会資料より 豊中市公共交通改善実施計画 交通支援検討地域改善施策
北部地域実証運行編より

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：交通空白の解消に向けて
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中部運輸局「デマンド型交通の手引き」より 中部運輸局「地域公共交通に関する事業評価の手引き R4年度改定版」より

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

参考：交通空白の解消に向けて
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まとめ：部会での検討事項（案）

①はっぴぃバス・東部バスの運賃について

はっぴぃバス・東部バスの運賃のあり方を整理
する。

方針

内容 ・運賃のあり方、考え方の整理、具体化
・評価指標の整理、事業評価の設定
・事業費と利用者負担のバランス 等

②交通空白の解消に向けた施策の検討について

交通空白の解消へ向けた新たな取り組みの具体
化を検討する。

方針

内容 ・施策の目的、移動需要・実態と対応の検討
・ネットワークの補完、タクシー活用の可能性
・事業費と需要のバランス、実現可能な施策案の具体化 等
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